
                                         

 

 

 

 

 

１ 日  

２ 月 頭髪検査 

３ 火  

４ 水 剣道（にじ：しろ組） 

５ 木 体操教室（にじ組） 

ふれあいの部屋（2 歳児） 

６ 金 ふれあいの部屋（1 歳児） 

７ 土 手作り弁当（にじ組） 

８ 日  

９ 月 年長児交流会（にじ：しろ組）        

〈段原みみょうへ〉 

１０ 火  

１１ 水 剣道（にじ：しろ組） 

１２ 木  

１３ 金 お泊り保育（にじ：しろ組） 

１４ 土 手作り弁当（にじ：あか・きい組） 

１５ 日  

１６ 月 敬老の日 

１７ 火  

１８ 水 剣道（にじ：しろ組） 

１９ 木  

20 金 身体計測 

２１ 土 手作り弁当（にじ組） 

２２ 日 秋分の日 

２３ 月 振替休日 

２４ 火 おはなしよしこさん読み語り（にじ組） 

２５ 水 剣道（にじ：しろ組） 

避難訓練・誕生会 

２６ 木  

２７ 金 消防車見学（予定）（にじ組） 

〈第二みみょうへ〉 

２８ 土 園開放・手作り弁当（にじ組） 

２９ 日  

３０ 月  

☆今後の行事☆ 
・１１月３０日（土） 

        ひのでアート展 

        全クラス参加の行事です。 

・令和７年１月２５日（土） 

        生活発表会 （にじ組） 

 

９月の園だより 
９月の行事予定 

令和６年９月 

日出みみょう乳児園  

           幼児園 

 

お泊り保育 （にじ：しろ組） 

  １３（金）～１４日（土） 

 ユーハイム似島歓迎 

交流センターにて 

 日中は虫探しや散策、芝滑りなど、自然

を満喫してあそび、夜には星空観察もし

ます。 

 お家の人と離れてのお泊りですが、一人

ひとりが、自分のことは自分でがんばりな

がら、おもいっきり楽しめたらいいなと思

います。 

※９日（月）は、みみょう幼稚園・段原み

みょう保育園の園舎へ行き、お泊りへ一

緒に行く年長児さんみんなで、交流会を

します。新しいお友だちができるかな～。 

  

 

ふれあいの部屋   

5 日（木） らいおん組 

6 日（金） りす組 

    １6：0０～１７：30 

          １階ロビーにて 

 保護者の方と職員とで、お茶を飲み

ながら、日頃の様子の動画を見たり、

おしゃべりをしたりしませんか？ 

  

 

       

園 長 

 この夏は乳児園・幼児園とも、熱くなる日中は避け、午前中の早い時間帯に日よけのテントを立て、水あそびを行いました。乳

児園では、水しぶきが顔にかかるたびにきゃっきゃと嬉しそうに声を上げる子もいれば、カップに入った水を他の容器に繰り返し

移したり、上の方から落ちてくる水が容器に入り、それがあふれ出ていく様子をじっと見続ける子もいました。幼児園では、水を

日なたに置いておくと、水温が上がることに気づき、もしかしたら、背面や容器の色の違いによっても違いがあるかも…と考えた

りなど、あそびでありながら、さながら実験をしているような姿も見られ、体験から知識を得ているんだなぁと見ているこちらが感

動しました。からだ全体で水に触れ、ダイナミックに楽しんだり、色いろな発見や気づきがあったりと、おのおのが夏ならではのあ

そびを満喫したのではないでしょうか。水あそびを楽しむ一方で、幼児園では、「夏まつりごっこ」の準備も盛り上がりました。自

分たちがお家の人と行ったお祭りを思い出し、そこで売っていた食べ物やお店の人の恰好やふるまいなどを再現しようと友だち

や保育者とアイデアを出し合いながら、どんどん製作がすすんでいきました。  

２８日（水）の夏まつりごっこは、しろ組さんが、らいおん組さんを乳児園に送り迎えをしてくれました。幼児園のホールでは、み

んなで盆踊りを踊った後、各お店がオープン。お店屋さんに扮する子どもたちの「いらっしゃいませ～。」という威勢のいい声が聞

こえる中、小さいクラスの子どもたちが、お店を周って買い物をしたり、魚釣り等なども楽しみ、そしてかき氷も食べ、にぎやかにわ

いわいと楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

にじしろ組は、９月１３日(金)～１４日(土)にかけて、お泊り保育に行きます。例年、北広島町のログハウスでおこなっています

が、今年度はクマが出現する心配がある為、ユーハイム似島歓迎交流センター(旧広島市似島臨海少年自然の家)に変更とな

りました。 

お泊り保育は、自然の中でのあそびを満喫しながら、自分のことは自分で考えて行動することが大きなねらいです。現地で

は、自分で判断しなければならない場面がたくさんあり、これまで培ってきた「主体的に行動する力」を発揮し、自立した姿がい

つも以上に見られることが期待されます。 

保育所保育指針「幼児期の終わりまでに育ってほしい 10 の姿」の一つに「自立心」があげられ、「身近な環境に主体的に

かかわり、様ざまな活動を楽しむ中で、しなければならないことを自覚し、自分の力で行うために考えたり、工夫したりしながら、

諦めずにやり遂げることで達成感を味わい、自信を持って行動する力」だと解説されています。赤ちゃんの時から、やりたいこと

を自分で選び(考え)、たくさんの感動や気づきを得ながら、存分に楽しみ、考える…これを幾度となく続けていくうちに、人から

言われて動くのではなく、自分で考えることが当たり前となっていきます。大人が大人としての思いを優先して、どんどん声をか

け、誘導していては、「考える力」や「自立心」はなかなか伸びてはいかないでしょう。子どもたちは、何度も失敗しては考え、成

功していく…その時の喜びを重ねて、やればできるという自信がついていきます。やりたいという意欲と、考えている場面一つひ

とつを大切にしてあげたいものです。 

しろ組さんは、毎日のサークルタイム（子どもたちの会議）で「現地でどんなことをして遊びたいか」「おやつの時間、何を手

作りして食べようか」などをテーマに掲げ、意見を出し合っています。お家でもきっと、お父さんお母さんとお泊り保育に向けての

話題が上がっていることでしょう。お家の人と離れての一泊にちょっぴり不安もあるでしょうが、楽しみがいっぱいのお泊り保育。

自分のことは自分で考え、一人ひとりが充実した１泊２日になるといいなと思います。園だより 10 月号では、しろぐみさんの奮

闘ぶりをお届けします。 
 

立秋が過ぎても、まだまだ暑い日が続き、9 月に入ってもなかなか涼しくはならないとの予報も出ています。夏の疲れが出る

頃です。子どもたちだけではなく、ご家族みなさん、十分な睡眠とバランスのよい食事をとって、体調を整えていきましょう。  

自立心を育てよう 

しろぐみさん、送り迎えありがとう。 
手作りはっぴだよ。 

おいしいよー。 

いらっしゃいませ～。 

しろぐみさんがやり方を 

やさしく教えてくれたよ。 


